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フランボイド状黄鉄鉱

フランボイド状黄鉄鉱というのは黄鉄鉱微結晶の球状集合体のことで

その名称はフランス語のframboise(木イチゴの実)に由来する.

集合体の直径は10～50μ程度構成結晶の粒度は1μ以下というきわ

めて小さなものである.この種の黄鉄鉱は泥質～石灰質堆積岩堆

積成硫化物鉱床などに産する.特異な形態征のでそのでき方につい

て古くから研究されている.

写真は松峯鉱床の黒鉱鉱石直上にある泥岩中のフランボイド状黄鉄鉱

で球状の集合体とバラバラの結晶とが共存している.マトリック

スは粘土鉱物薄板状の結晶は酸化により生じた硫酸鉄などの二次鉱物

であろう.走査電子顕微鏡写真約12,O00倍.
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